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　水島中央病院初期研修医２年目、香川県生まれ愛光育ち、岡山大学卒の鎌田顯世です。この度
は貴重な機会を頂き誠に光栄です。水島中央病院の研修医として１年と少しを振り返りつつ、リ
レーエッセーを綴らせていただきます。
　まず初めに、２年間の研修生活では、医師として慣れないことだらけの中、時には仲間たちと
慰め切磋琢磨しあい成長していくと思います。過去のリレーエッセーでは、“不安だらけの新社
会生活だがプライベートでも仲の良い同期たちにも恵まれ充実している”（岡山県医師会報1647
号より一部引用）などの報告もあります。特に当院は初期研修医の定員が２名と狭き門であり、
皆様が想像される通り、ペアとなる同期が非常に重要という風に理解し、研修生活に臨みました
ところ、同期はいませんでした。といった背景で、２年目にはいるものの晴れて当院の症例を独
り占めることになった私はとにかく上級医の方々に積極的に接していき、色々な経験をさせても
らえるように意識しました。当院は、指導医のもと研修医が主となり内科外来を行うことができ
るのが大きな特徴で、病院自体が地域に根付いており、新鮮な症例が経験できることが非常にお
もしろいです。最初の方は、ドヤ顔で急性腸炎と診断したものの処方に戸惑っていましたし、マッ
クバーニーの圧痛に感動し、そんな痛がるんや尿路結石と思いました。外来で診断をつけた症例
をそのまま病棟で、担当医として診療に携われることは非常に勉強になりました。
　また、救急の経験を多くしたい自分にとって救急外来へのアクセスがいいことは有り難く、救
急医のマンツーマン指導のもと自分が主体となって診療ができ、良い経験を得られました。実際
に動かないと分からないことが多いと思います。

研修医・指導医リレーエッセー⑫

ともに成長できる仲間たち（手前が筆者）
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　同期がいなかったので、右にならえが出来なかった医師１年目の始めはとにかく、分からない
ことだらけで先輩や専攻医、時には外勤の先生にも絡みつつ体当たりしていましたが、私の手綱
を握りつつ指導していただいておりありがたいです。今は、自分に何が足りないかがようやく少
しずつ分かってきたかなと思います。やりがいがあり、責任を感じつつ学んでいます。
　また、なんと現在は同期、後輩に恵まれています！症例検討などの取り組みもあり楽しいです。
去年も去年で楽しかったですが、飲み会の数には有意差があると思います。後輩の教育をちゃん
とできるように私自身がしっかりすることは大事だと感じています。
　私は、消化器内科を志望として考えており、救急などにも興味がありますが、専門性にフォー
カスを置きつつも、研修医のうちにしか経験できないことも意識して残りの研修医生活をやり遂
げたいと思います。
　結論になりますが、入職時には同期０だったが現在は同期や先輩後輩に恵まれた一例について
紹介させて頂きました。体当たりで臨んだ１年目ですが、外来、病棟、救急、医局など冷や汗を
かかなかった場所はありませんが、一歩ずつ前進していってると信じてやるしかないです。もう
一年頑張ります。

水島中央病院

　下の写真は、岡山県医師会主催の令和７年度「WELCOME研修医の会」に参加された水島中
央病院の研修医と松尾龍一病院長（中央）。 

　　　　※令和７年度「WELCOME研修医の会」の当日写真については、
　　　　◦https://www.okayama.med.or.jp/doctors/welcome.html

　　　　◦または、
岡山県医師会　WELCOME研修医の会 
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血液循環を唱えた「ウィリアム・ハーヴェイ」

 都窪医師会　木　村　　　丹

１．はじめに
　医学の発達は、speedyな時代もあれば、極めて緩徐
な時代もある。祈祷など迷信から分離した科学的医学は、
紀元前後のヒポクラテスやガレノスを濫觴とするが、そ
の後1400 ～ 1500年間大きな軌道修正はなく、ルネサン
ス期（14－16世紀）前後に近代医学が加速度的に始動し
たといえる。宗教的統制が緩やかになり学問的自由が保
たれ、また国際交流が盛んに実施され、解剖学書『ファ
ブリカ』を執筆したヴェサリウス、顕微鏡を開発したレー
ウェンフック、戦傷治療を変革させたパレたちによって
医学は一段と進歩した。
　その頃ウィリアム・ハーヴェイが「血液は循環する」
説を公表した、その生地イングランド南部 ドーバー海
峡沿岸の地方都市フォークストーン（図１．黒丸付近）
を今年８月に訪問したので紹介する。ロンドンから直線
距離で約100km、電車で１時間10分を要する。
　なお、わかり易い先行論文には石田純郎著「血液は循環する　ウィリアム・ハーヴェイ　イン
グランド散歩」がある。

２．血液循環説以前
　13世紀頃まで人体解剖が行われることは稀で、顕微鏡は存在せず、臓器の微細な構造や働きは
闇の中だった。「血液は肝臓で製造され、下大静脈を往復しながら右心室に入り、小孔を経て左
心室に流れ、同時に肺静脈から運ばれて来た精気を受
け取り大動脈から全身に流れる」という説が、ローマ
帝国時代のガレノス（AD129－216）によって提唱さ
れ1400年の間、異論が出なかった。今では常識となっ
ている血液循環が解明されたのは17世紀のこと、それ
までは極めて曖昧で謎に包まれていた。

３．ハーヴェイの経歴と循環説を唱えた経緯
　キリスト教の聖地エルサレムをイスラム教セル
ジューク朝から奪回するため11世紀から13世紀に亘る
十字軍の遠征は挫折に終わり、ローマ教皇の権威は
徐々に低下した。それまで抑えられていた科学的探究
が充溢、その頃イタリアやフランスに医科大学が設立、
また人体解剖が公認され、国間の情報交換も相俟って

会員の声
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